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 雪解けが進む沢筋 

　まだまだ雪深い山門水源の森。3月11日現在、守護岩の積雪は103cmあります。それでも沢
筋や日が当たる南斜面などから、どんどん雪解けが進んでいて、ユキバタツバキやキタヤマオウ
レン、マルバマンサクなどが雪の中で花を咲かせています。 

夏原グラント・ステップアップ助成を受けて 
　2016年度は組織強化を目的に助成を受けています。その一環で2月24日に会員4名が神奈川県
三浦半島の小網代の森へ視察研修に出向き、NPO法人小網代野外活動調整会議代表理事の岸由
二さんに話を伺いました。ここは森林、湿地、干潟及び海までが連続して残されている、関東地
方で唯一の自然環境と言われる広さ約70haの森です。バブル時代のリゾート開発計画や、それ
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開花が最盛期のキタヤマオウレン　3月11日

谷を縦断するボードウォークが年間6～７万人の来訪から湿地を守る 小網代湾手前で記念撮影
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を受けての保全活動の始まり、1997年以降から神奈川県が緑地
の買取を開始するなど、山門水源の森とよく似た背景を持って
います。岸さんは「流域生態系の地形枠組みと水循環の基本を
保持する形で生態系の枠組みが確立されていれば、種のレベル
の生態系世界はその後の工夫で回復してゆくことができるはず」
と自身の著作『「奇跡の自然」の守りかた』で述べています。 
　流域全体を視野に入れた活動を継続的に行うためには、組織
にもそれなりの体力が必要です。行政の経済的支援も難しくな
りつつある昨今なので、CSRに熱心な企業などと協働の仕組み
を考えるのも一つの方法、との助言を頂きました。その他、こ
の視察研修で多々得るものがあったので、今後の活動に活かし
たいと思います。 

２月後半から３月前半にかけての活動 
　橋本勘会員が森林資源の発掘と活用の観点から、試験的に山
門水源の森に自生するウリハダカエデから樹液を採取し、メープ
ルシロップに加工するまでを行いました。樹液が大量に出るこ
の時期限定の活動です。 
　3月に入り雪も少なくなってきたことから、懸案であった老朽
化した付属湿地木柵のやり替えをおこないました。しかしなが
ら、その後日に思わぬ大雪に見舞われ、作業は中断しています。
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ほんのり甘味を感じるウリハダカエデ
の樹液で入れた紅茶　2/18 

老朽化した木柵の解体撤去　3/4 高さ２mのガーデンフェンスを施工　
3/4 

楽舎の積雪計は前日より50cm増えて
81cm　3/8

バケツリレーで搬出　3/11

むむ、樹液の出が少ないなぁ　2/22 

木柵の掘り出し 2/24　 Phot by saji

「山門水源の森」活動報告書 

 報告日 2017年 3月 9日 報告者名 佐治源一郎 

活動日時 2017年 3月 9日（木） 8時 30分～17時 30分  天候 晴れ時々曇り 

入山者数 1組2名  楽舎気温 1.0℃（9：00） 積雪深 65㎝（楽舎前9:00） 

活動の種類  保全活動・ガイド・調査・パトロール・会議・当番・その他 

●除雪（浅井、佐治）●湿原パトロール、倒木アカマツ枝打ち（佐治） 

 

＜活動報告＞ 

・県道からは私の車では入れず、除雪済み

の斎場に駐車して楽舎へ。付属湿地を見る

と沢側のアカマツが大きく傾き、エゴノキ

とナツツバキに被っています。近付いて根

元を見ると縦方向に亀裂があります。どう

処理するか思案しながらパトロールへ。 

 

・尾根道入口の木橋と沢道の木橋、計８本

と途中の急階段を除雪しながら湿原へ。今

日の雪はスノーシューでもかなり沈み込み

ます。沢道～湿原周辺ではシカの足跡は見

当たりません。パトロール

後下山すると浅井会長が除

雪中。県道から楽舎までの

間を空けて頂けました☺ 
 
・午後はアカマツの処理、

枝打ちノコギリで下から順

に枝を落としましたが最上

部の2ｍ程は届きません。

後は雪が融けてから…。 

 

会長快調 

木橋除雪 

枝打ち マンサク 

サ
ヤ
ゴ
ケ
？ 

また根閉じ 

アカマツ枝打ち 

亀裂 

湿雪の重みで沢筋の大きなアカマツが
付属湿地側へ傾斜 3/9   Phot by saji

「山門水源の森」活動報告書 

 報告日 2017年 2月 24日 報告者名 佐治源一郎 

活動日時 2017年 2月 24日（金） 8時 30分～17時 30分  天候 雪のち晴れ 

入山者数 0組0名  楽舎気温 1.0℃（9：00） 積雪深 62㎝（楽舎前9:00） 

活動の種類  保全活動・ガイド・調査・パトロール・会議・当番・その他 

●パトロール、除雪、室内作業（佐治） 

●小網代の森視察（村田、西川、橋本 K、冨岡） 

＜活動報告＞ 

・今朝は吹雪の中を出勤、例の如く県道入口に

駐車し灯油を持って楽舎へ。歩く所は雪が融け 

た為、もうソリは使えません。 

・9時頃には雪も止み、天然更新試験地⇒ワク

ドキの森⇒ツバキ坂⇒湿原とパトロール。湿原

では快晴となり、雪原の白と空の青のコントラ

ストが見事です。 
 
・県道から進入路中間までの間は沢からの水が

勢いよく流れており、雪の壁を崩して広げてみ

ました。中間部から楽

舎までには、まだ車は

入れません。 
・付属湿地のフェンス

設置に備え、木柵沿い

を除雪しました。今日

は東屋から向こう側が

完了。もちろん除雪の

間も、楽舎側は例のホ

ースシャワーで融雪し

ながら…。 

 

見上げるハンノキ 

枝先のドングリ ツバキ葉芽 

9:30 1℃ 3ℓ 

木柵沿い除雪 
北部湿原 

中央湿原 

南部湿原 

ロープで引きながら角度を変えて伐倒、
玉切り　3/10 
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